
今冬の感染拡大に向けた課題と対応の方向性（骨子）

検討に当たっての前提

※ 国には、検査キットの確実な供給や抗インフル薬の柔軟な処方等を要望

今冬のオミクロン株と季節性インフルエンザとの同時流⾏も⾒据え、
必要な医療を的確に提供し、国⺠・都⺠一人ひとりの命と健康を守るために、
先手先手で対策の検討に着手
課題と対応の方向性
○ 発熱患者が急増した場合に、発熱外来を受診する患者をいかに重点化するか

➡診療・検査医療機関を更に拡⼤、陽性者登録センターの能⼒引上げ等
○ インフルエンザ受診や治療薬を希望する患者にいかに対応するか

➡オンライン診療の拡充、抗インフル薬を迅速に受領する仕組みの構築等
○ 通常医療との両⽴、⾼齢者向け病床の確保

➡第７波を踏まえた必要な病床の確保、⾼齢者等医療⽀援型施設開設等
○ ワクチン接種の推進

➡⾼齢者施設等入所者の５回目接種促進、インフルワクチン予防接種補助等



新型コロナとインフルエンザの同時流行に備えた検討体制
○ 診療検査フローなど都内の医療現場における状況や課題を踏まえた実践的な検討が必要
○ 新型コロナウイルス感染症医療体制戦略ボードにて検討を実施（今月に２回開催、1回目は10/17）

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症医療体制戦略ボード
【ボードメンバー】
・新井 悟 氏（都医師会）
・猪口 正孝 氏（都医師会）
・今村 顕史 氏（東京都立病院機構駒込病院）
・大曲 貴夫 氏（国立国際医療研究ｾﾝﾀｰ病院）
・坂本 哲也 氏（帝京大学医学部附属病院）
・田中 幹人 氏（早稲田大学）
・中川原 米俊 氏（日本赤十字社東京支部）
・奈良 由美子氏（放送大学）
・武藤 香織 氏（東京大学医科学研究所）
・森村 尚登 氏（帝京大学）
・山口 芳裕 氏（杏林大学）
・横田 裕行 氏（日本体育大学）

医療提供体制の観点から、都内の医療
の状況や課題を踏まえた助言等を実施

上田哲郎医療体制戦略監
賀来満夫東京ｉＣＤＣ所⻑
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・石原 美千代氏（目⿊区保健所）
・川上 一恵氏（都医師会）
・鳥居 明氏（都医師会）
・前田 透氏 （東京消防庁）
・渡部 裕之氏（⻄多摩保健所）
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『ワクチン接種キャンペーン2022秋冬』の実施
ワクチンの早期接種を促進するため、集中的な広報等を展開

➣「ただいま東京プラス」のwebサイトを活用し、ワクチンの接種を促進
➣ コロナ対策リーダーを通じて飲食店等に対し、ワクチン接種を働きかけ
➣ ＴＯＫＹＯワクションアプリを活用し、３回以上接種者を対象に新たな特典を提供

区市町村や関係機関と連携した取組
➣ ⾼齢者施設等にワクチンバスを重点的に派遣
➣ ⼤学、専門学校、企業等に団体接種の働きかけやワクチンバスを派遣
➣ オフィスビルや商業ビル、商店街等に臨時の接種会場を設置

広報媒体の活用による普及啓発
➣ 駅、電⾞、バス等におけるポスター掲載や動画放映、SNSやデジタルサイネージ

社会経済との両⽴に向けた取組

今後、年末年始に向けて接種促進の取組をさらに強化していく



オミクロン株(BA.4-5)対応ファイザー社製ワクチンの接種を
令和4年10月14⽇（⾦）より開始 ※三楽病院のみ21⽇（⾦）

会場名

使用ワクチン

最大接種規模 備 考
ファイザー モデルナ ノババックス

従来株対応
1・2回目

オミクロン株
(BA.1)対応
3・4回目

オミクロン株
(BA.4-5)対応

3・4回目
従来株対応
1・2回目

オミクロン株
（BA.1)対応
3・4回目

1〜3回目

都庁北展望室 ● ● ● ● ● 1,500 回/⽇
予約なし接種を実施
団体接種に対応⾏幸地下 ● ● ● 4,000 回/⽇

⽴川南 ● ● ● 1,500 回/⽇ ドライブスルー接種を実施

三楽病院 ● ● ● 800 回/⽇
【※1】小児の1〜3回目接種も実施
（親子接種に対応）

合 計 7,800 回/⽇

都・大規模接種会場（オミクロン株対応ワクチン）

【※1】



新型コロナウイルスワクチンとインフルエンザワクチンの同時接種

都・大規模接種会場にて、６５歳以上の都民の方等を対象に

インフルエンザワクチンの接種機会を提供し、両ワクチンの接種を促進

■実施期間 10月14⽇(⾦）〜翌年１⽉末まで（予定） 毎週⽊曜⽇・⾦曜⽇
■接種場所 ① ⾏幸地下 ワクチン接種センター

接種対象︓特別区、武蔵野市、府中市、調布市、町田市、武蔵村山市、多摩市に
お住まいのインフルエンザ定期予防接種対象者（65歳以上の方等）

② ⽴川南 ワクチン接種センター
接種対象︓武蔵野市、府中市、調布市、町田市、武蔵村山市、多摩市に

お住まいのインフルエンザ定期予防接種対象者（65歳以上の方等）

＊市町村は順次拡⼤予定


